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第７７回評価会議議事録 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ〔笠鳥危機管理監〕 

 本日は、非常に御多用の中、第 77 回評価会議に御出席をいただきまして、大変ありがと

うございます。また、日ごろから、柏崎刈羽原子力発電所の放射線監視及び温排水による

周辺環境への影響につきまして、適切な御助言をいただいておりますことを深く感謝申し

上げます。 

 御存知のとおり、この評価会議は昭和 58 年に設置されまして、これまで柏崎刈羽原子力

発電所周辺の環境監視調査の計画や調査結果の評価を御協議いただきまして、結果を県民

の皆様にお伝えしてきたところです。 

 本日は、令和３年度の調査結果の確認と評価をいただきたいと考えております。御案内

のとおり、現在、柏崎刈羽原子力発電所におきましては全号機が停止しておりますが、平

時から発電所の管理状況や周辺環境への影響を確認しまして、県民の皆様にお伝えしてい

くことが非常に重要なことであると考えております。県では、平時や災害時にかかわらず、

放射線量などの情報を速やかにかつ確実に伝えるために、必要なモニタリングの体制を整

備するなど、引き続き、県民の皆様の安全・安心を第一に取り組みを進めてまいりたいと

考えております。 

 皆様から活発な御議論・御意見をいただきまして、今後に生かしていける有意義なもの

となるようお願いいたしまして、冒頭の御挨拶とさせていただきます。本日は、よろしく

お願いいたします。 

 

３ 報告・議事 

〔司会：飯吉原子力安全広報監〕 

 続きまして、今回の評価会議から新たに委員に就任いただいた方がおられますので、会

議次第の第３ページ目の出席者名簿により御紹介させていただきます。 

 学識経験者委員の内、新潟大学の狩野委員、後藤委員、水産研究・教育機構の永澤委員

に新たに就任いただきました。 

 まず、狩野委員から一言、お願いいたします。 

 

〔狩野委員〕 

 新潟大学工学部の狩野と申します。今泉先生の後任という形で、今回、就任させていた

だきました。 

 私自身、放射線のみならず環境分析、環境浄化、資源回収といったものを専門にしてお

ります。新潟県の環境審議会や酸性雨連絡協議会にも関わらせていただいております。今

日来ておられる水産海洋研究所にもお邪魔したことがありますし、学内が KAAB（新潟大学・

刈羽村先端農業バイオ研究センター）といって刈羽農業関係のほうにも少し関わらせてい

ただいているので、品田村長とも以前、お会いしたことがあるか、少なくともあいさつさ
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れているのを聞いたことがあり、幅広く環境関係のことをやっております。 

 この評価会議は初めてになりますけれども、微力ながら一生懸命やっていきたいと思い

ますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

〔司会：飯吉原子力安全広報監〕 

 次に、後藤委員から一言お願いいたします。 

 

〔後藤委員〕 

 新潟大学自然科学研究科の後藤と申します。工藤先生の後任で務めさせていただきます。 

 専門は核化学で、環境についてはあまり詳しくないのですけれども、放射線計測は日常

的に行っているところです。 

 このような会議は右も左も分からないところですので、いろいろ教えていただければと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〔司会：飯吉原子力安全広報監〕 

 次に、永澤委員から一言お願いいたします。 

 

〔永澤委員〕 

 今回から委員に参加させていただきます、永澤と申します。 

 専門は魚類の卵・稚仔とそれに関わる生態的研究ということで、海水温の変化又はその

他の海洋環境が魚の初期生活史にどのような影響を与えるかということを研究しておりま

した。そちらの面から何かアドバイスできればと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 

〔司会：飯吉原子力安全広報監〕 

 また、関係団体の内、新潟県漁業協同組合連合会の寺尾委員、新潟県医師会の大谷委員

に新たに就任いただきました。 

 まず、寺尾委員から一言お願いいたします。 

 

〔寺尾委員〕 

 このたび、小田会長より引き継ぎまして、新潟県漁業協同組合連合会の会長を務めてお

ります、寺尾です。 

 漁業者の観点から、この会議に参加させていただきながら、意見を述べさせていただき

たいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

〔司会：飯吉原子力安全広報監〕 

 次に、大谷委員から一言お願いいたします。 
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〔大谷委員〕 

 新潟県医師会理事、また、新潟市民病院長の大谷です。 

 新潟市民病院は災害拠点病院であるため、有事の際には御協力いたしたいと考えており

ます。よろしくお願いいたします。 

 

〔司会：飯吉原子力安全広報監〕 

 なお、新潟県ですが、原防災局長が新たに就任しております。 

 続きまして、会議における注意事項を申し上げます。本日は、多くの委員の皆様にＷｅ

ｂ会議により御出席いただいております。Ｗｅｂ会議により参加されている方は、設定を

常にミュートにお願いいたします。また、御質問などがある際には、挙手をお願いします。

議長から指名された方は、ミュートを解除して御発言願います。発言が終わりましたら、

ミュートにお戻しください。なお、御発言は簡潔明瞭にお願いいたします。 

 それでは、これから議事に入らせていただきます。本日は、会長である知事が欠席のた

め、評価会議運営要綱第５条第１項の規定に基づき、あらかじめ会長から議長として笠鳥

危機管理監が指名されております。これからの議事進行につきましては、笠鳥危機管理監

にお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 それでは、これから議事に入らせていただきたいと思います。円滑な進行に御協力いた

だきますよう、よろしくお願いいたします。 

 まず、次第にありますとおり、３の報告・議事に入らせていただきます。その中の（１）

柏崎刈羽原子力発電所の最近の状況について及び（２）令和３年度柏崎刈羽原子力発電所

の運転状況及び放射性物質の放出状況につきまして、東京電力ホールディングス株式会社

から続けて説明をお願いいたします。 

 

〔東京電力ホールディングス（株）：橘田常務執行役新潟本社代表兼新潟本部長兼原子力・ 

立地本部副本部長〕 

 東京電力ホールディングス新潟本社の橘田です。 

 2021 年１月以降、核物質防護設備の機能の一部喪失、ＩＤカード不正使用、安全対策工

事の一部未完了に関しまして、地域の皆様をはじめ広く世間の皆様に大変な御心配をおか

けしておりますことを重ねて深くお詫び申し上げる次第です。 

 また、2011 年３月の福島第一原子力発電所の事故から 11 年半の月日が経過いたしまし

た。未だに福島県の皆様、また新潟県の皆様、広く社会の皆様に多大な御負担、御心配を

おかけしておりますことを心よりお詫び申し上げます。誠に申し訳ございません。 

 本会議の開催に当たりましては、長期にわたり評価をいただいております委員の皆様方

の御尽力に改めて心から御礼申し上げる次第です。誠にありがとうございます。本日は、

発電所の状況や放射線監視、温排水等、漁業の調査結果につきまして御報告させていただ

きます。ぜひ、皆様方の御意見をお伺いさせていただきたいと存じますので、御指導のほ

どよろしくお願い申し上げます。 
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〔東京電力ホールディングス（株）：櫻井柏崎刈羽原子力発電所副所長〕 

 東京電力ホールディングス柏崎刈羽原子力発電所副所長の櫻井です。どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

 先ほど、橘田からも申し上げましたが、新潟県の皆様、社会の皆様に大変な御心配をお

かけしておりますことを重ねて深くお詫び申し上げます。誠に申し訳ございません。 

 本日は、新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しながらの開催ということで、当社

を含めＷｅｂ参加での委員もいらっしゃいますが、発電所の状況や放射線監視、温排水等、

漁業の調査結果について、委員の皆様の御意見をお伺いさせていただければと存じますの

で、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、早速、資料に基づきまして御説明させていただきたいと思います。 

【資料 No.１【報告】柏崎刈羽原子力発電所の最近の状況についてを説明】 

 

〔東京電力ホールディングス（株）：吉田放射線安全部長〕 

 続きまして、東京電力ホールディングス株式会社柏崎刈羽原子力発電所原子力安全セン

ター放射線安全部長の吉田です。本日は、よろしくお願いいたします。 

【資料 No.２【報告】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所の運転保守状況及び放射性物質の

放出状況についてを説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ただいまの報告につきまして、御質問、御意見等はありませんか。 

 

〔細井委員〕 

 東北大学の細井と申します。 

 前半のところに関して１つ、質問というよりはコメントですが、核物質防護の件です。

説明の中では、機械的な物に変換していくという御説明でしたが、機械的な物に対して突

破するということ、例えば、顔認証とか指紋認証を突破するということがよく見られます

ので、機械的な物だけではなく、人的なものも含めて、総合的に確認していくような体制

を構築していただけたらと思います。 

 

〔東京電力ホールディングス（株）：櫻井柏崎刈羽原子力発電所副所長〕 

 東京電力の櫻井です。 

 御意見、ありがとうございます。現在、ＩＤカードの不正使用の対策ということで、新

たな生体認証装置を導入するとともに、人による人定確認といったことも並行してやらせ

ていただいているところです。委員からいただいた御意見も踏まえまして、今後のセキュ

リティの強化についても検討してまいりたいと思います。 

 

〔細井委員〕 

 ありがとうございました。 
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〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 他にありませんか。 

 よろしいでしょうか。それでは、次に進ませていただきたいと思います。 

 続きまして、（３）柏崎刈羽原子力発電所周辺環境監視調査結果の評価（案）に対する意

見公募の結果につきまして、県から報告させていただきます。 

 

〔新潟県：金子原子力安全対策課長〕 

 県の原子力安全対策課の金子です。 

 それでは、資料 No.３に基づきまして、御説明させていただきます。 

【資料 No.３【報告】柏崎刈羽原子力発電所周辺環境監視調査結果の評価（案）に対する

意見公募の結果についてを説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ただいまの説明につきまして、御質問はありませんか。 

 先に進ませていただいてよろしいでしょうか。 

 それでは、次に移らせていただきまして、（４）環境放射線監視調査の部です。ア、令和

３年度環境放射線監視調査結果につきまして、県と東京電力から続けて報告をお願いしま

す。 

 

〔新潟県：渡邉放射線監視センター所長〕 

県の放射線監視センターの渡邉といいます。よろしくお願いします。 

県の令和３年度に実施しました柏崎刈羽原子力発電所周辺の環境放射線監視調査結果につ

いて、概要を説明させていただきます。 

 【資料 No.４－１【報告】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結

果（概要）、資料 No.４－２【報告】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視

調査結果を説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 続けて、東京電力からお願いします。 

 

〔東京電力ホールディングス（株）：吉田放射線安全部長〕 

 続きまして、東京電力の吉田より、監視調査結果について資料 No.５－１概要版と資料

No.５－２を用いましてご説明させていただきます。 

 【資料 No.５－１【報告】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結

果（概要）、資料 No.５－２【報告】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視

調査結果を説明】 
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〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 それでは、今ほどの説明、報告につきまして、御質問、御意見等がありましたら、よろ

しくお願いいたします。 

 

〔及川委員〕 

 及川です。御説明、ありがとうございました。 

 まず、新潟県ですが、大根のストロンチウム 90 を御説明いただきました。値が少し高か

ったとのことですが、国が水準調査を実施しており、近隣の県の大根の結果を見ましても、

過去に、例えば、富山県などで 0.075Bq/kg とか、それに近いような値の検出の例もありま

す。一概に今回の報告値が高いかどうかは別として、新潟県のデータのとりまとめに際し

ては、近隣県の結果も合わせて御検討いただければいいのではないかと思っております。

今回の値の評価ですが、特段問題ないのではないかと考えております。今後のデータの蓄

積をお願いできればと思います。 

 それから、東京電力の海水のデータで、セシウム 137 が 3.2mBq/L との報告値ですが、海

水について見ておりますと、陸域に近いところの値であれば、河川水等の影響を受けたの

ではないかと思いを馳せております。データの詳細を確認したところ、やはり塩分が、31‰

程度、PSU（実用塩分単位）という単位かもしれませんが、31 程度ですので、河川水（ある

いは降雨）が入ったのではないかと考えておりました。そして、セシウム 137 が 3.2mBq/L、

ストロンチウム 90 も 1.0mBq/L 程でしたので、放射能比（ 90Sr/137Cs 比）から見ると、セシ

ウムのほうが少し高いのではないかという印象を受けました。ただ、濁った水ですとか雨

が降った直後の水が混入した海水試料の分析をすると、このような値は沿岸域では観測さ

れておりますので、これが発電所の影響かと言われれば、そうではないと私も考えており

ます。引き続きモニタリングを続けていただければと思っております。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 他にありませんか。 

 よろしいでしょうか。ないようでしたら、今、委員から御指摘がありました点を含めま

して、しっかり取り組んでいくということで、次に移らせていただきたいと思います。 

 （４）イ、令和３年度環境放射線監視調査結果の評価（案）についてです。環境放射線

監視調査結果評価（案）は、従来どおり、県、それから地元市村及び東京電力で構成され

ております環境放射線測定技術連絡会議であらかじめ検討し、作成されたものです。評価

（案）を技術連絡会議の座長である金子原子力安全対策課長から説明いたしますので、ご

審議をお願いいたします。 

 

〔新潟県：金子原子力安全対策課長〕 

 環境放射線測定技術連絡会議で座長を務めております、原子力安全対策課の金子です。 

 それでは、資料№６で説明させていただきます。 

【資料 No.６【議事】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果の評

価（案）を説明】 
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〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ただいまの説明につきまして、御質問、御意見等がありましたらお願いいたします。 

 

〔後藤委員〕 

 質問というかコメントです。13 ページからの県の結果の表ですが、東京電力ホールディ

ングスの結果の表には検体数が書いてあるので、県の結果にも、ぜひ、検体数を載せてい

ただきたいというのが私の意見です。 

 もう１つですが、先ほどの調査結果とも関係するのですけれども、検体数が２件しかな

いときに範囲で示すというのはなじまないのではないかと私は思っています。３件ならい

いのかというのもあるのですが、せめて２件であれば２つデータがあったということで、

範囲ではない示し方が適切なのではないかと私は思うのですけれども、その点、御検討い

ただければと思います。 

 

〔新潟県：渡邉放射線監視センター所長〕 

 後藤委員、御指摘、ありがとうございます。委員おっしゃるとおり、２点で範囲という

のは少し表記の仕方としては望ましくなかったかなと反省しております。今後、似たよう

な事例といいますか、そのような表記がありましたら、そのように考えていきたいと思っ

ております。 

 検体数につきましても、表の中に入れるという形で修正していきたいと思います。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 他にありませんか。 

 ないようでしたら、令和３年度環境放射線監視調査結果の評価につきましては、今ほど

若干御指摘もありましたので、その点についてはしっかり改めていくということを前提と

したうえで、原案のとおりとさせていただきたいと思います。御異議ありませんか。 

 それでは、この評価会議の評価については原案のとおりということで、決定させていた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、（５）温排水等漁業調査の部です。まず、令和３年度温排水等漁業調査結果

です。県と東京電力から続けてご報告をお願いします。 

 

〔新潟県：河村水産海洋研究所長〕 

 新潟県水産海洋研究所長の河村です。 

 県の調査結果について説明いたします。 

【資料 No.７－１【報告】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査結果（概要）、

資料 No.７－２【報告】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査結果を説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 続けて、東京電力からお願いします。 
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〔東京電力ホールディングス（株）：曽良岡柏崎刈羽原子力発電所土木・建築担当〕 

 続きまして、東京電力の令和３年度温排水等漁業調査結果につきまして、柏崎刈羽原子

力発電所土木・建築担当の曽良岡から御説明させていただきます。 

 【資料 No.８－１【報告】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査結果（概

要）、資料 No.８－２【報告】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査結果を説

明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ただ今の報告につきまして、御意見、御質問等がありましたらよろしくお願いいたしま

す。 

 よろしいでしょうか。それでは、次に移らせていただきたいと思います。今の報告を踏

まえまして、令和３年度温排水等漁業調査結果の評価（案）です。この案につきましては、

県、地元市村及び東京電力で構成されます温排水等漁業調査技術連絡会議であらかじめ検

討し、作成されたものです。この連絡会議の座長の米山水産課長が所用により欠席ですの

で、水産課の本間参事から説明させていただきます。御審議をお願いいたします。 

 

〔新潟県：本間水産課長参事〕 

 新潟県農林水産部水産課参事の本間です。温排水等漁業調査技術連絡会議の座長、米山

水産課長の代わりに、私から説明させていただきます。 

 【資料 No.９【議事】令和３年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査結果の評価（案）

を説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ただいまの説明につきまして、御質問、御意見等がありましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。意見がないようですので、この評価会議といたしまして、令和３

年度の温排水等漁業調査結果の評価につきましては、原案のとおりとさせていただきたい

と思いますが、ご異議ありませんか。 

 ありがとうございます。それでは、そのようにさせていただきたいと思います。 

 これで３の報告・議事は終了させていただきます。 

 次に、次第にあります４のその他ですが、福島第一原子力発電所の最近の状況につきま

して、東京電力から説明をお願いします。 

 

〔東京電力ホールディングス（株）：玉井原子力運営管理部長代理〕 

 東京電力ホールディングス株式会社原子力運営管理部部長代理の玉井と申します。 

 その他資料 No.１を用いまして、福島第一原子力発電所の最近の状況について報告させ

ていただきます。 

 【その他資料 No.１福島第一原子力発電所の最近の状況についてを説明】 
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〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ただいまの説明につきまして、何か御質問等はありませんか。 

 

〔及川委員〕 

 説明、ありがとうございます。毎回お願いしておりますが、引き続き透明性を持ったデ

ータの公表等をお願いしたいと思います。とりわけ、ＡＬＰＳ処理水の海洋放出について

原子力規制委員会などでも取り上げられているとおり、全国から注目されていると思いま

す。より一層、データの信頼性、透明性というものが求められると思っています。特に、

漁業者の皆さんにおいては、とても敏感になっていると思われますので、そこは透明性を

持ったデータの公表ということで、ぜひ、努めていただきたいと思います。 

 

〔東京電力ホールディングス（株）：玉井原子力運営管理部長代理〕 

 御意見、ありがとうございます。きちんと受け止めさせていただきまして、現在もホー

ムページ等で毎日測定データを公表させていただいていますが、引き続き正確、そして正

しくきちんと公表に努めてまいりたいと思います。 

 

〔細井委員〕 

 これもコメントのようなものです。昨今、地球規模で気候が大きく変動しております。

廃炉に関しては非常に長い時間がかかると思われます。その間に海水面が上昇するという

ことが将来的には想定され、少なくとも 50cm 程度上昇する可能性があるのではないかと

思うのですけれども、こういうことに関しては、今の設備あるいは今後の設備等に関して、

検討はなされているのでしょうか。 

 

〔東京電力ホールディングス（株）：玉井原子力運営管理部長代理〕 

 御質問、ありがとうございます。御指摘いただきましたとおり、福島第一原子力発電所

の廃炉作業は長期の対応となります。委員御指摘のとおり海面上昇といった環境変化の影

響もありましょうし、私ども、新知見を積極的に取り込んでという活動を開始しておりま

すが、こういったことも踏まえてしっかりとリスク管理を検討、対応してまいりたいと思

います。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 他にありませんか。よろしいでしょうか。 

それでは、ないようですので、次に、お手元にありますその他の資料、もう１つ資料が

入っております。その他資料 No.２という、バックグラウンド調査結果についてですけれ

ども、例年と同様に、これについては配付のみとさせていただきたいと思います。お時間

のあるときに御覧いただければ幸いです。内容につきまして、また御意見等ありましたら

事務局までご連絡いただければと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、以上をもちまして、本日の議事はすべて終了いたしました。本日の会議を終

了させていただきたいと思います。ありがとうございました。 


